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   〇日 時 平成28年７月４日（月） 

15時10分から16時30分まで 

 

   〇場 所 教育長室 

  

 

   〇出席者 

 

     教育長         中 野 健 作 

教育長職務代理者    風 呂 井 敬 

     教育委員        志 村 正 子 

     教育委員        蓑 田 繼 男 

     教育委員        黒羽子ひとみ  

      

 

   〇関係者 

 

     教育次長        川 畑 晴 彦 

     教育総務課長      深 水 俊 彦 

     学校教育課長      中 山 春 年 

     生涯学習課長      榊   眞 一 

     教育総務課長補佐    有 村 道 尚 

     教育総務課管理係長   浅 井 和 成 
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〇議事日程 

    

１ 開会 

 

２ 前回議事録の承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

 

４ 議事 

(1) 議案第12号 鹿屋市障害児就学指導委員会専門委員の委嘱について 

 

５ 報告 

(1) 鹿屋市議会６月定例会の一般質問ついて 

  

６ 動議の討論等 

 

７ その他 

 

８ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

〇議決事項 

議案番号 件  名 審議の状況 採決次第 

議案第12号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿屋市障害児就学指導委員会専門委員の

委嘱について 

特記事項なし 原案可決 
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〇議事要旨  

１ 開  会 

教育長  現在、鹿屋女子高校において高校では初めての議会報告会が行われ

ている最中である。選挙権年齢が18歳以上に引き下げられてから今月

の選挙を前に、主権者教育の一環として、３年生30人を対象とした、

議員９人、オブサーバー約５人、新聞社が数社入っての議会報告会と

なっている。色々な試みがなされながら、女子高が活性化するのだと

実感している。 

 学校では、例年と同様に各学校における生徒指導上の問題や職員の

事故やスピード違反等の自己管理がなかなか収まらない状況である。

学校と教育委員会では、少しでも良い対応や未然防止に力を入れてい

こうかと思っているところである。 

昨年度に計画し、今年度から本市の大部分の中学校教諭を鹿児島市

内の附属中等に派遣研修を実施しているが、３日間の研修を経て第一

陣が帰鹿したところである。なかなか勉強になったとの感想であった。

このような研修等の機会を与えることにより、教員の資質向上を図っ

ているところである。 

２ 前回の議事録の承認 

 

教育長 

 

 

異議なく承認 

３ 教育長及び委員の報告 

 

教育長 

 

 

発言がないので、報告はないものとする。 

４ 議事 

 

 

(1)(1)(1)(1) 議案第議案第議案第議案第12121212号号号号    鹿屋市障害児就学指導委員会専門委員鹿屋市障害児就学指導委員会専門委員鹿屋市障害児就学指導委員会専門委員鹿屋市障害児就学指導委員会専門委員のののの委嘱委嘱委嘱委嘱につにつにつにつ

いていていていて    

 

【 本 議 案 は 非 公 開 】 
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５ 報告 

 

 

教育総務次長 

 

 

風呂井委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

風呂井委員 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

風呂井委員 

 

 

教育次長 

 

 

 

 

 

 

(1)(1)(1)(1)     鹿屋市議会鹿屋市議会鹿屋市議会鹿屋市議会６６６６月定例会月定例会月定例会月定例会のののの一般質問一般質問一般質問一般質問にににについてついてついてついて    

 

 資料に基づき説明 

 

 

主権者教育だが、教育委員会として学校でどのような指導や研修を

行っているか。 

 

まずは職員が中立性を保ち、自分の意見を持ち、そして相手の話を

聞く姿勢を持つように指導している。 

 

選挙権年齢が18歳以上に引き下げられたことから、県教育委員会高

校教育課から具体的な各高等学校への通知、指導内容等が届いている。

小・中学校も同様に、これまでとおりしっかりするように指導が行わ

れている。 

教職員については、県教育センターでの研修に取り組んでいる。 

 

鹿屋女子高校と北部学校給食センターは平成32年の供用開始の予定

で、適正な規模でも財政的な負担が大きいと思うがきちんとした形で

できるのか。 

 

平成32年辺りで共用開始となる女子高校の事業費は約20億円超、北

部学校給食センターは10億円超で想定している。現在、財政と協議を

行っており、財源対策や平成32年前後に大きな財源偏りがないように、

PFI事業や起債事業を視野に入れながら、毎年度の財政負担が平準化す

る方向で検討中である。 

 

旧吾平町、旧串良町の学校は老朽化しており、吾平小はいまだに鉄

枠のサッシがあるが、どのように考えているのか。 

 

吾平小は築40年以上経っており、鉄枠等もある構造となっているが

耐震度の問題はない。 

また、本市には、築40年以上の校舎が小中学校８校に10棟ある。こ

の建物については、教育委員会が作成した約10項目のチェックリスト

をもとに毎月各学校の管理職が確認を行い、結果を教育委員会に報告

する流れになっている。問題等がある場合は、施設担当職員が直接確

認をし、必要に応じて専門業者に修繕依頼等をしている。 
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教育長 

 

 

 

 

志村委員 

 

 

教育次長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

風呂井委員 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

志村委員 

 

 

教育長 

 

 

ここ２、３年で小学校の大規模改修予定もあったが、大規模改修に

なると金額が膨らみ、改修できる学校数に限りがあるため、改修規模

を必要最低限に抑えて、できるだけ多くの学校数を改修できるように

取り組む予定である。 

 

前年度12月定例会で質問した、大学等にあるように建物に寄贈者名

をつけての個人寄贈の件は検討していただけたか。 

 

全国でも市民の方が利用される市民ホールや競技場等には、寄贈者

名をつけて寄附をいただくような取組もあるようだが、鹿屋市の公共

施設ではない。建物が学校施設となると、一部の方々の利用になるた

め厳しいのが現状である。 

また、参考までに、以前霧島ヶ丘公園のばら園拡充の際には、本市

が地域住民を対象にばら債を発行し、資金を集めた例もある。 

 

鹿児島大学には「稲盛会館」等の寄附者名がついた建物があるが、

小中学校では同じような規模の例がほとんどないようだ。例がなけれ

ば作れないわけではないが、まずは勉強してみなければならない。 

 

学校建設に関して、防衛庁の基地交付金は活用できないのか。 

 

現在、全庁では、基地交付金でどのような活用ができるか調査が入

っている。教育委員会では、市内全域の小中学校、女子高校が基地に

も近いこともあり、一旦手を挙げさせていただき、庁内で取りまとめ

る作業に入っている。 

 

ここ数年間に、これ以上押せない計画が集中している。金額が大き

くなることから、PFI事業等の活用を視野に入れた財源の工夫をして、

平準化を図る予定である。 

 

寿北小、笠野原小、鹿屋東中以外の学校も「既存施設の増改築」で

の対応予定か。 

 

グラウンドが狭くなる等の問題がないよう進めている。 

 

６ 動議の討論 
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教育長 発言がないので、動議はないものとする。 

 

７ その他 

 

各課長 

 

教育長 

 

 資料に基づき説明 

 

次回の定例教育委員会は、８月８日（月）15時から教育長室で行う。 

 

８ 閉会 

 

教育長 

 

以上をもって７月定例教育委員会を閉会する。 

以上 

 


